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ミヒャエル・キューネン（Michael Kühnen 

  

第二の革命 

第一巻：信仰と闘争 
  

第11回 

  
  

今日、「協調行動」というものがあるが、これは本質的に似たようなこと

を試みており、一部のシステム政治家は、これを実際の意思決定権を持つ

経済会議のようなものに変えることを夢見ていた（これは確かにコーポラ

ティヴな考えに近いものだが、経験上、民主主義システムではこうしたメ

カニズムは決して機能しないだろう）。共同再建の呼びかけから、エール

ハルトの「形成された社会」、シラーの「協調行動」、ブラントの「社会

的パートナーシップ」（「内外ともに良き隣人でありたい」）、そして協

調行動から生まれた経済議会（企業か）のような経済評議会の計画まで、

かつて存在し残酷に破壊されたフォルクゲマインシャフトの記憶は戦後全

体を貫いた。 
    

しかし、これらの試みには、理想主義的な背景がなく、したがって、説得

力と浸透力がない。(1933年1月30日のフォルクスゲマインシャフトの夜明
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けは、どれほどの喜びをもって迎えられたか、そして、基本的な考え方は

それほど悪くなかった哀れなルートヴィヒ・エールハルトと彼の形成した

社会には、どれほどの嘲笑が注がれたことか）。 
    

しかし、共同体意識に訴えることが、例えば労働者階級の一部の間で、ま

だ成功を収めているところもあるが、それは、かつてそうであったよう

に、より多くの自由と正義をもたらすものではなく、搾取と労働者の利益

の無視をもたらすものである。自由主義資本主義システムは、労働者の利

益を代表することができない。したがって、民主主義者が過去の概念を

誤って利用していることについて、ドイツの労働者を教育することが、国

家社会主義運動の課題であろう。 
    

労働者党としての使命を真剣に受け止めなければならない。知識人が知的

生活の分解に敬意を表し、ブルジョアジーが臆病で無力に見ているか、あ

るいはとっくに夢の世界の渦中に沈んでしまっている現在、労働者階級は

基本的にこの国の唯一の健全な層である。われわれが目を向けなければな

らないのは、単純な労働者、腐敗していない、正直で勤勉なドイツ市民で

ある。国家社会主義運動は、労働者階級の正当な利益と要求に関しては、

誰にも負けることを許してはならないし、奴隷制度を別のものに置き換え

ることだけを望む裏切り者のマルクス主義者にも負けることはできない。  
    

お望みなら、階級闘争とでも呼んでください：国家社会主義者は、ドイツ

労働者運動の伝統に属しており、ブルジョア階級国家の伝統に属している

わけではない！ 

    

社会主義的共同体、ドイツのフォルクスシュタートは、自由資本主義体制

と何の共通点もない。しかし、その中でこそ、階級と階層の間の対立が解

消され、人民の共同体が発展することができるのである。そのとき、偽善

と唯物論は排除され、国民経済も回復するのである。しかし、生産が欲求

を満たすために行われるのではなく、生産を継続させるために欲求を人為

的に喚起するようなことがあってはならない。欲望や食欲を煽り、欲求を

人為的に喚起することは、奔放な物質主義の最良の手段となっている！

人々が地上に戻ってこなければならなくなったとき、それは苦い復讐をす
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ることになるだろう！ 
    

市民の理想的な同意にもはや頼ることができず、唯物論、つまり人間の最

も卑しい本能である羨望、貪欲、虚栄心、利便性に永久に訴えることに

よってのみ存続する社会は、滅びなければなりません！もちろん、こうし

たことは西ドイツだけに当てはまることではなく、原則的には、どの自由

資本主義国家にも、腐敗と見境なき盲目、偽善と唯物論の特徴が見られ

る。この不幸な国家形態の結果が、自然に芽生えた国民感情によっていく

らか緩和されるのは、他の国々においてだけであり、それは人為的な退廃

に対する有機的な防波堤となる。 
    

惑わされないようにしましょう： 
    

確かに、FRGは近隣諸国よりも国内的には安定しています。民主主義とい

う考え方が、現在と未来の問題に対処できないことが、この国ほど顕著で

ないとすれば、それは国家社会主義者の国家共同体という考え方の後発的

な結果である。しかし、他の国々は、我々ドイツ人よりもうまく魂の保持

に成功している。彼らはしばしば肉体的にも、精神的にも、そして霊的に

も、より健康である。これは、アメリカへの隷属的な依存と、このシステ

ムの受益者がアメリカの「生き方」に完全に適応しようとする狂信的な欲

求のせいである。ドイツは魂を失っている。言語、文化、音楽、習慣、ラ

イフスタイルは、ほとんど完全にアメリカナイズされている。 

    

システムは、「バブルガム」を「クール」に噛み、ポップミュージックを

聴きながら長髪にし、「ジョイント」を吸うことを「IN」だと感じる若者

を喜ばせている。一方、もう一方の、国民的な若者は、民主党（ナチス-

ヤバい！）によれば、監禁されるべきなのである。 
    

なぜなら、彼らは本当に存在するからだ。このもう一人の、ほとんど知ら

れていない若者たちが。崩壊によってすべての理想と希望が打ち砕かれた

古い世代と、戦争と敗戦の悲惨さを本能的に衰退した国家社会主義のせい

にした廃墟の世代の後では、どちらも勝者の再教育を受けやすかった；両

者とも、あまり考えずに新しい富を享受し、国家という民主主義思想の内

なる不実さを感じなかった。今、若い世代が育っている。彼らは、40年ほ

ど前から変わらない敵のプロパガンダが声高に宣言してきたことをもはや
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信じず、現代の歴史的真実を求め、そうすることによって国家社会主義を

再発見している。 
    

若者は常に理想主義であり、愛にも憎しみにも正直である！  

    

このように、若者は自由資本主義システムの自然な矛盾でもあるのです！ 

    

したがって、ドイツの自由運動は、ドイツの若者の運動であり、私たちの

民族の未来である。国家は多数決で導くことはできない。問題が複雑すぎ

るのです。例えば、一般市民が、有権者としての責任を真剣に果たすとし

て（果たす人がどれだけいるのだろうか）、どうやって経済・金融政策の

行方を決めることができるだろうか。これは一つの分野に過ぎず、他の問

題はもっと単純ではない。また、国家は、多数決で選ばれた人たちによっ

て統治されるべきではない。 
    

私たちは終末の時代に生きており、それは生存の問題である。そのような

状況では、国家ではなく、最も有能で、最も優れた者がトップに立つ必要

があります。国際法の専門家であるフリッツ・ミュンヒ教授は、このよう

に説明しています：  

    

"政治的言論・表現の自由が基本的権利であるこの国では、あらゆる半端
なジャーナリストや文筆家、商業コメディアンやポルノグラファー、あら
ゆるバカや豚、バカや聖人が政治を語っています。" 

    

個人の共同決定は、生活の最も狭い範囲、すなわち地域社会、職場などに

関してのみ可能である。ここでは、私たちは民主主義者よりも民主的であ

る。なぜなら、ここで共同責任を負うことは自由の一部であり、したがっ

て社会主義共同体の核となるからである。個人もまた、党の支部を通じ

て、国民の政治的運命に共感することになります。しかし、行政、経済、

政治の分野での具体的な個人の決定は、専門家の手に属する。これが尊重

されないと、結果として混乱が生じるか、あるいは4年ごとにピカピカの

ファサードが塗り替えられる間に、支配が背後の匿名の権力者や集団に渡

るか、どちらかになる。国民は統治できない。国民のために統治すること

しかできない！ 
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"多数派"？多数派ってなんだ？多数派はナンセンスだ！分別は常に少数に
しかない。人は票を数えるのではなく、重さを量るべきだ。多数派が勝利
し、無知が決定するような国家は、早くも遅くも滅びるに違いない。"- フ

リードリヒ・V・シラー（Friedrich v. Schiller 
    

"民主主義とは統計に基づく迷信である！"  - ホルヘ・ルイス・ボルヘス 
 
 

ファイト・マルクス主義 
  

自由主義思想とともに、第二次世界大戦という世界史的対決の勝者となっ

たのがマルクス主義である。マルクス主義も唯物論に基づくが、民主主義

とは異なり、その第二の柱は偽善ではなく、暴力である。精神的には、マ

ルクス主義の挑戦の前では、国家社会主義思想の前と同様に無力である民

主主義よりも、マルクス主義は確かに真剣に受け止められるべきである。

ボンの巨大な情報提供者と警察組織の主人たちは、ある思想に暴力で答え

るだけではだめで、より優れた思想をそれに対抗させなければならないこ

とを理解していない。 
    

ドイツ国民には、左翼と右翼、マルクス主義と国家社会主義、強制国家と

人民国家の間の選択という、ただ一つの選択肢があるというのが、私の確

固たる確信である。このことを国民に啓蒙することが、ドイツの自由運動

の課題であり、だからこそ、NSDAPの存在を認めることを要求している

のです。国家社会主義運動がなければ、他の白人国家と同様に、ドイツで

も共産主義が蔓延することになる。この国の非常に多くの人々がこのこと

を感じており、彼らが自問するのは正しい。"共産党は認められているの

に、なぜNSDAPは禁止されているのか？"。 

    

その答えは、ゲッペルス博士が「闘争時代」の演説の中で、次のように

語っている 

：     

「ボルシェビズムは確かに民主主義の非嫡出子である。しかし、ヨーロッ
パ生活の重大な局面では、民主主義の母性的な感情が常に新たに芽生える
のである。そして、両者は再び前線に立ち、権威主義的、民族主義的な国
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家理念に対する突き上げにおいてのみ、以前は団結していたが、それは、

彼らが最も激しく危険な相手として正しく評価し、認識している。  

    

だからこそ、国家社会主義運動は、ブルジョア的な反共主義を無批判に採

用しないのである。われわれのスローガンは不変である：資本主義でも共

産主義でもない！ 

    

革命的な潮流から大物たちの蓄財を守ることは、我々の仕事ではない。相

手がどんな仮面をかぶっていようとも、我々の国民の労働大衆を唯物論的

独裁と無節操な搾取から守ることが我々の義務なのだ。このように、庶民

の犠牲の上にのみ、労働と労苦のない収入を得ることができる民主主義の

大物において、我々は、奴隷のように労働者を追い詰め、常に新しい、無

給の追加シフトを入れる共産主義者の機能家と戦う。しかし、似非革命的

なフレーズでドイツ人とドイツ人を対立させるだけのマルクス主義の反対

者において、我々は、そもそもマルクス主義を可能にした反社会的な振る

舞いをする資本家と戦う。しかし、私たちは常に唯物論に反対している。

唯物論は、人間を搾取の対象としてしか見ていない--非人間的な機械の車

輪の小さな歯車、魂のない消費ロボット、あるいは労働奴隷の青アリのい

ずれかである。私たちは、黄金のインターナショナルでも、赤のインター

ナショナルでもなく、自由でありたいと願っています！ 
    

マルクス主義は、私たちにとって2つの意味で重要です。1つは教義的なイ

デオロギーとして、もう1つは世界人口のかなりの部分が支配されている

システムとして、その中には2つの大きくて強力な国も含まれています：

ロシアと中国である。  
    

マルクス主義は、自由主義的な資本主義体制に対抗するプロジェクトであ

り、その論理的な一貫性において魅力的である。イデオロギー的な硬直性

と独断的な特異性によって、歴史の流れを解明し、過去、現在、未来につ

いて絶対的に正しい分析を行ったと主張する、膨大で慎重に設計された思

想体系である。マルクス主義哲学を詳細に批判するのは無駄なことであ

る。その細部を研究しても、このイデオロギーを理解することはできない

--その推論はあまりにも論理的であり、資本主義の矛盾の分析の部分的な
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正しさは、われわれもまったく異論がない--が、根本的なところを調査

しなければならないのである。しかし、ここで、マルクスの基本的な

前提がすでに間違っていること、したがって、マルクス主義の全体

が、思想史の観点から見ると、壮大な誤解であり、無駄な知的努力で

あり、いわば、2×2＝5という基本前提に基づく数学であることが明ら

かになる！ 
    

ここだけでなく唯物論の真の子であることを証明するカール・マルク

スの思想の核心文は、"Being determines consciousness. "である。とい

う意味である：  
    

人間は肉体的にも精神的にも、もっぱらその人生の物質的状況に応じ

て発達する。宗教、教育、国家、遺伝、人種など、他のすべてのもの

は、人為的な「上部構造」にすぎない。- は、人工的な「上部構造」に

すぎず、プロレタリアートの階級的利益に対する見方を曖昧にする幻

想であり、これがプロレタリアートの唯一の関心事である。人間の本

質を、カール・マルクスほど見誤ったことはめったにない-彼のユダヤ

人としての出自によってのみ説明できる-この基本的な哲学的前提は、

それを実現しようとすれば必然的にもたらさなければならない将来の

非人間性の核となっているからである。ユダヤ人だけが、人間の本質

の上に知性、冷徹な理論を置くことができ、彼だけが、感情世界と世

界観の価値と事実を否定し、人間をもっぱら社会変革の過程における

道具、化学的要素として構想することができるのである。 
    

マルクス主義は、わが大陸のオクシデンタルで理想主義的な伝統に対

する一つの宣戦布告であり、マルクス主義が、自らの論理と予見に反

して、人間が常に集団に劣ると考えられてきたアジアと低開発国にお

いてのみ本当に足場を固め、マルクスが実際に期待をかけていた白人

世界の大国においては、そうではなかったことは、その特徴です。こ

こに、マルクス主義に対する我々の運動の最初の、そして決定的な矛

盾が明らかにされる。百年以上の歴史の中で、国家社会主義の出現ほ

ど、イデオロギーとしてのマルクス主義を揺るがすものはなかった！  

    

国家社会主義は、唯物論的な人間観に対する生きた証拠であり、強制
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力に対する意志の勝利であり、物質に対する精神の勝利である。私た

ちは知っています：  
    

"意識は存在を決定する！"人間は、遺伝子の範囲内で、自分がなりた

いと思うものである。 
    

自営業の農民、事務員、小商工人は、資本主義が彼の経済的存在を破

壊するので、プロレタリアートに参加しない。祖国を愛し、自分を世

界のプロレタリアートの一部とみなさない労働者は、マルクス主義が

自分の階級的地位をどのように定義しようとも、マルクス主義からは

失われる。そして、マルクス主義が生産手段の社会化による救済を期

待するのに対し、国家社会主義は、人間を社会化し、大衆の精神と想

像力を支配する力を手に入れる：理想が物質に勝利するのである！理

想は物質に勝利する！」： 
    

割合で言えば、ドイツの自由運動は、「労働者階級の前衛」である共

産党よりも多くの見習い、労働者、そして失業中のフォルクスゲノセ

ンをその隊列に抱えていることは確かである。この共産党は--やはり自

らの論理に反して--感覚的にはドイツの労働者というよりも不満を持つ

ブルジョアに訴えかけている。私たちは労働者運動について語るので

はなく、労働者運動である。このことも、私たちを共産主義グループ

と区別している。 
    

マルクス主義の第二の信条である：  

    

"歴史は階級闘争の歴史である"マルクス主義の理論によれば、資本主

義の時代には、生産手段を所有し労働者を搾取する資本家と、生きる

ために資本家に売らなければならない労働力しか持たないプロレタリ

アという二つの階級が対峙しています。資本主義の必然的な発展は、

より多くの生産的な富が、より少ない資本家とともに蓄積されること

をもたらし、中産階級と小規模な自営業者は、資本主義の矛盾と危機

を経てプロレタリアートへと沈み、このようにしてますます強くな

る。すべての人に影響を与える搾取と抑圧は、共通の階級意識（Being 
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determines consciousness）を生み出し、システムは最終的に労働者階級

によって打倒され、共産主義社会への道を率先する。ごく簡単にまと

めると、これがカール・マルクスが当初想定していた展開とほぼ同じ

である。このどれもが実現しなかったことは、誰もが知っている： 
    

資本主義は、産業革命の悲惨さを考えると、当時、誰もが想像してい

た以上に巧みで適応力があることが証明された。マルクス主義は、強

力で自信に満ちた労働力を持つ高度に発達した工業国ではまったく勝

利せず、帝政ロシアや中華民国のような発展途上国で勝利しました。

公務員、従業員、小規模な自営業者からなる中産階級は、自由主義・

資本主義体制の中で常にその存在が危ぶまれているが、それでも自ら

をプロレタリアートの一員とみなす必要を感じず（意識が存在を決定

する）、したがって危機の時には常に資本主義と共産主義の間の第三

の道を模索する。 
    

確かにマルクス主義は、階級闘争、搾取、資本主義の避けられない危

機について語るとき、一理あります。しかし、このすべてをプロレタ

リアートと資本家の間の階級闘争に帰するのは、切り捨てられた、独

断的な世界観といえます。社会の現実はもっと複雑である： 
    

自由資本主義体制の人々は、無数のグループ、政党、個人的・団体的

利益、階層、階級、職業団体、イデオロギー、意見に分断され、誰も

が他の誰に対しても戦っている。共通の階級的利害を持つ統一された

プロレタリアートは存在しない： 
    

熟練工は未熟練工を軽蔑し、名工は自分を他の者より優れていると考

え、社員は自分の職場に誇りを持ち、肉体労働者を見下し、自分は会

社の屋台骨だと考え、幹部社員は他の賃金労働者より起業家に近いと

感じる。 
    

いたるところで、個人の利害が働いているのが見える。存在しない）

プロレタリアートの名において、その自称前衛である共産党が権力を

掌握すれば、これほど素晴らしいことはない。人民は、外界に対して

は、自分たちが「労働者階級」であるかのように装わざるを得ない

が、実際には、自分たちは、欺瞞に満ちた機能主義者の支配下にある
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被抑圧民に過ぎないと感じる。アドルフ・ヒトラーが、国家社会主義

が「生産手段ではなく人間を社会化する」ものであると語ったのは、

このためである。 
    

人々は、自分たち全員を結びつけるものがあり、自分たちを結びつけ

るものは、自分たちを分かつものよりも強いのだと確信しなければな

りません。彼らは、自分たちを共同体として感じることを学ばなけれ

ばならず、そうすれば、自分たちも共同体である。社会正義を保証

し、すべての人を平等に尊重すること--フォルクスゲノセンは、自分た

ちの間では平等ではないが、各人がそれぞれの場所で、フォルキッ

シュ共同体のために最善を尽くすならば、同じ尊重に値する--、そうし

てフォルクスゲマインシャフトを再び生じさせることが、国家社会主

義の任務である。それは、強制することはできないし、強制してはな

らないが、以前のように、人民の同志の確信から生じなければなら

ず、自由資本主義の現在の相対的な平穏とは、癒しの睡眠が昏睡状態

とは異なるように、異なるものである。この文脈でわれわれにとって

重要なマルクス主義の最後の原則は、「国際主義」である。 
    

マルクス主義者は、ある国の抑圧されたプロレタリアは、自国の資本

家よりも、他の国の抑圧されたプロレタリアと、より多くの共通点を

持つという。予想されるように、マルクス主義は、国家、民族、愛国

心という共通の絆の存在を否定しているのである。民族は、共に帰属

しようとする意志によってのみ国家となる- しかし、これが存在するな

らば、国家は他の何ものよりも強力である。 
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